
検証部会調査（7対1入院基本料）  
＿▼－．＿．，＿＿二∴二二㌻「二二．二二二∵ 一般病棟用の重症度・看護必要度に係る評価票  

B 患者の状況等   0点   1点   2点   

1寝返り   できる   何かにつかまれ   できない   

ぱできる  

2 起き上がり   できろ   できない  

3 座位保持   できる   支えがあれば  できない   

できる  

4 移乗   できる  見守り・  できない   

一部介助が必要  

5 口腔清潔   できる   できない  

6 食事摂取  介助なし   一部介助   全介助   

7 衣服の着脱   介助なし   一部介助   全介助   

0％ 10％ 20％  30％ 40％ 50％  60％  70％ 80％ gO％ 100％  
首40歳末溝  口40歳代  臼50競代  ロ60－65歳未満  

■65～70歳未満   □70－75歳未満   山75～80歳末蒲  田80－85歳未満  

■85～90歳末満   □90歳以上  白不明  

（参考）10対1入院基本料算定…平均66．7歳  

0％ 10％  20％ 30％ 40％  50鴨  80％ 70％ 80％ 90％ 100％  

∫ヰロー木1    □4D▲代  q50▲代  口60■一65▲乗※  

■65－70▲泉∬  ロ70－7S▲象繍  ■75－80繚未満  880－85慮＊礪  
事85・－90▲集；■  □90i以上     ■不馴  

○ 入院患者の平均年齢は65．6歳である。  
○ 入院患者の32．4％は75歳以上である。  

○ 入院患者の57．5％は65歳以上である。  

一般病棟用の重症度・看護必要度ーこ係る評価票  7対1入院基本料の基準の見直し  
Aモニタリング及び処置等  

・看護 必要度基準の導入  

「一般病棟用の重症度・看護必要度に係る評価票」による   

評価で、A得点（モニタリング及び処置等）2点以上かt   

B得点（患者（別犬況等）3点以上の患者が1割以上   

＊産科患者、小児科患者は測定から除外   

＊救命救急センターを設置する病院は、基準に係わらず算定可   
＊特定機能病院には適用しない（ただし、評価は実施すること）  

・医師配置基準の導入   
医師数が当該病棟の入院患者数の10分の1以上   

＊看護必要度基準は満たすが、医師配置基準を満たさない場合  
については、減算して評価  

㊨ 準7対1入院基本料   1，495点   

1創傷処置  

2 血圧測定  

3 時間尿測定  

①抗悪性腫瘍剤め使用  

旦j門的な治療・処置   

②麻薬注射薬の使用  

③放射線治療  

④免疫抑制剤の使用  

⑤昇圧剤の使用  

⑥抗不整脈剤の使用  

⑦ドレナージの管理  

4 呼吸ケア  

5 点滴ライン同時3本以上  

6 心電図モニター  

7 シリンジポンプの使用  

8輸血や血液製剤の使用  

9 専門的な治療・処置  

①抗悪性腫瘍剤の使用  
②麻薬注射薬の使用、  
③放射線治療、  
④免疫抑制剤の使用、  
⑤昇圧剤の使用、  
⑥抗不整脈剤の使用、  
⑦ドレナージの管理  



／来＝人Il元基■牛革斗  

7対1入院基本料の届出医療機関の割合と推移  
平成19年度に算定していた入院基本料※から  

」」車型  こ算定している入院基本料の変化  

病床数の変化  

平成19年7対1  

平成】0年7対1  

平成20年堆7対1  

平成祁年18対1  

平成20年15対1  

H18  H19  日20  

－一般病棟入院基本料全体け：1～特別）のうち7対1入院基本料の割合  0   ヱ0  40  60  80  100  
0   20  40   60   80  100  

○ 約86％の医療機関、約93％の病床が引き続き7対1入院基本料を算定している。  

○ 約10％の医療機関が、10対1入院基本料へと届出の変更を行っている。  

叫  

07対1入院基本料の届出医療機関数は平成18年以降増加している。  
○一般人院基本料においては約18％で7対1入院基本料を届出している。  
○平成20年にはで7対1入院基本料の割合の増加は緩やかになっている。  保険局医療詳調べ  ※一般病棟入院基本料、専門病院、特定機能病院（一般）   
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都道府県別の7対1入院基本料※届出医療機関数の推移  
平成19年度に算定していた入院基本料※から  

1年後に算定している入院基本料の変化  

病床数の変化  医療機関数の変化   

平成10年堆7対1  

平成武庫10対1   

平成之0年13対1  

平成ユ0年7対1  

平成加年坤7対1  

平成祁年10対1  7．7％  

平成祁年1く】対1  

平成加年15対1  

成ユ0年特別／その他  4．3   北書岩官秋山槽茨栃群均千束神新富石格山長岐静愛三滋京大兵奈和鳥島岡広山懐蓄愛高相佐長旅大官應沖  
海義手城田形島牒木馬玉葉京奈満山川井梨野阜周知董賀部賑庫良歌取楯山島口島川嬢知内賀埼本分崎児縄   
道  Itl  山  鳥  

■平成18年 ■平成19年 ■平成ZO年  

注：一般病棟入院基本料、特定機能病院入院基本料（一般病棟）、及び専門病院入院基本料における届出施設数の合計  
○約11％の医療機関、約17％の病床が手厚い看護配置である7対1入院基本料へ  

と届出の変更を行っている。  ○ 医療機関数は都道府県別でのばらつきがある。  
○全国的に増加を認めるものの、平成19年から平成20年の増加数は平成18年から  

平成19年までの値よりも小さい傾向にある。  保険局医療課調べ  
※一般病棟入院基本料、専門病院、特定機能病院（一般）   15   
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保険局医欄欄闇べ  



検証部会調査（7対1入院基本料）  検証部会調査（7対1入院基本料）※  
※平成ヱ1年11月10日の第26回検証  
部会の報告にもとづく  回収率：7対1入院基本料算定病院 38．9％（n＝413）  に係る届出状況（特定入院料等  

（参考）10対1入院基本料算定病院  

（図表2－6）   

（N＝388）  0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％  

状況について  

［麺亘頭重垂垂壷妄］  
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％  

（NF318）  

．．′一てこ忘；二；忘  
′ ′  

／ 特定集中治療五管即事  

／ ハイケアユニット入院医療  

I 管理料  
脳卒中ケアユニット入院医療  

l  

l  管理料   
＼新生児特定集中治療主管理料  

＼ヽ総合周産期特定集中治療皇  ヽヽ      管理料  

ヽ  

1入院基本料井定病院（図如．3）  ＝‾－÷ － 
＝．∴ ＿．  救命救急入院料  

特定集中治療主管理科  

ハイケアユニット入院医療  
管理料   

脳卒中ケアユニット入院医療  
管理料   

新生児特定集中治療重曹理科   

総合周産期特定集中治療室  
管理料  

0％  2（】％  40％  60％ 80％  （N；三507）  

二次敷急医療機射  
DPC対象病院  

災害拠点病院  

がん診療連携拠点病院  
地域医療支援病院  
数命救急センター  

地域周産期母子医療センター  
DPC準傭病院  

特定機能病院  
総合周産期母子医療センター  

小児救急医環拠点鋼焼  
高度救命救急センター  

書門病院  
無回答  

（N可413）  

ニ次救急医僚機朋  
DPC対象病院  

災害拠点病院  
がん診療連携拠点病院  

地域医療支援病院  
救命救急センター  

地域局産期母子匹環七ンター  
DPC準什病病  

特定機能病院  
総合周産期母子医療センター  

小児救急医優艶点病院  
高度絨命数息センター  

書－1病簡  

無回答  

、、 
、 

療養病床（医療保険通用）   

療養病床（介蹟保険適用）  

粗旭弧一  

葉病床（医療保険適用）  ．亮 （  

、噌雷柑用〉  

0 7対1入院基本料算定病院は、急性期の医療に関する様々な特定入  
院料の届出を行っている割合が高い。  

○ 一方、10対1入院基本料算定病院は、療養病床の届出を行ってい  
る割合が高い。  

0 7対1入院基本料算定病院は地域における周産期医療や救急医療等  
を担っている割合が高い。  

検証部会調査（7対1入院基本料）  検証部会調査（7対1入院基本料）  
（注）7対1入院基本料算定病院を「7対1」、10対1入院基本料算定病院を「10対1」と示す。有効回答数は  
「7対1」でn＝297、「10対1」でn＝316である。  診療報酬に係る届埋  

（参考）10対1入院基本料算定病  

（図表2－6）  

7対1入院基本料井定病院個表ト5）  
②1施設1日当たり平均外来患者数  

0％ 20％ 40％ 餌屯‾訂；J加。％  くN－413〉  

樗瘡息手管理加：■  

枠線煉管王五体制加算  

匹療安全対策加，■  

後期高齢者i且鴨川】隆加】■  

臨床研修病院入l矧鯵療加算1  
（単独型・管理型）  

退暁1月整加算   

1芸師事群作業手傷助体制加算  

底魚性期脳卒中加井  

川瘡ハイリスク患者ケア加三■  

入院時l裏革管理加算  

臨】未研修病院入I暁鯵】兼加算2  
（協力型）  

緩和ケア診環加算  

事■【訂答  

（N＝507）  

禰】青息音響壌加算  

鯵媛録管理体制加算  

匿療安全由無加算  

7対1  313．9人  皇避退△  7対1  573・9人  盟鎚旦ム  

（参考）10対1  167．7人 162．3人  （参考）10対1 291．0人 292．1人  
I  

l   緩期欄l令書退院帆盤加算  

／臨印旛細入焼鯵療加算1  07対1入院基本料算定病院のほうが、入院・外来患者ともに多い。  
（単独劃・管理製）  

i且朕鵬】匿加算  

医師事搾作業補助体制加算  

祖急性期脳卒ヰ加欄  

楕癒ハイリスク患者ケア加算  

入，完時医学管理加纂  

籠】未研修病l完入院鯵療加算2  
（協力型）  

は和ケア鯵僚加算  

弓h回答  

③1施設当たり1ケ月の  

平均全身腐儲打静脈麻酔は除く）手術件数  

7対1  134．5件  152．7件  

（参考）10対1  35．2件   39．4件  

7対1  43．6％  44．8％  

（参考）10対1   25．5％  26．6％  

07対1入院基本料算定病院のほうが、全身麻酔手術件数が多く、紹介率も高い。  0 7対1入院基本料算定病院は様々な加算の届出を行っている割合が  
高い。  

19   



会調査（7対1入院基本料）  検証部会調査（7対1入院基本料）  

d睡些事動こ鱒る調査■による評価状況  

i‾垂堅「栂必要度の基準を配す患者の割合の平均値（図如，（有効回答。；，，2）  
点時rA．  モニタリング及び処置等」草泉，「鮎鞋亭雲燃準軍嘩卓 主≒土、－ ニ ル・   ⊥㌧∴J  

7対1入院基本料算定病院（図表2－81）（有効回答n三5，948人）  

B患者の状況等に係る得点  
0－2点   3点以上   合  計  

Aモニタリン  
グ処置及び処置  

0－1点   2∂．∫％   46．β％  Jβ．3％ ＿■■■、  
専に係る得点  2点以上   Jユ4％   rJタ．9％ノ   ∫3．2％   

合  計  4J．9％   5β．ユ％   エロ8．0％   

叫∴  

7対1  17．2％  

（n＝313）  

（参考）10対1 21．5％  
（n＝48）  

．∴．ヰ準．  
基本料算定病院偲乳用狛甘黒川n上1誹ノ、－  

B患者の状況等に係る得点  
0～2点   3点以上   合 計  

Aモニタリング  0～1点   βす．尋ガ   ノ乙♂ガ   
処置及び処置等  

5Z2ガ  

に係る得点  2点以上   Jイ．イ⑪   （クエすガノ   ‘Z朗r   

合 計  イa朗r   丘J．2ガ   J♂ク．（秘   07対1のほうが10対1入院基本料算定病院よりも、重症度・看護必要度の  
基準を満たす患者の割合が2．2ポイント低値であった。  

○しかし、その分布でみると9％未満の割合は、10対1入院基本料算定病  
院で約16％と7対1の約2％とは大きく異なっている。  

○重症度■看護必要度の基準の合計点数が最も高い時において、基準を  

満たす患者の割合は、7対1入院基本料算定病院のほうが6．5ポイント高  
かった。  

（参考）発送故に占める有効回答数の割合は、7対1で37．0％（392几060）、10対1で4．0％（76几朗1〉  

検証部会調査（7対1入院基本料）  

7対1入院基本料算定病院（図如・88）（有効回答n；6，103人）  
B患者の状況等に係る得点  

0－2点   3点以上   合  計  
Aモニタリン  
グ処置及び処置  

0～1点   ∫β．0％   ノ且j％、   76．2％  

】引こ係る得点  2点以上   7．9％   l、仏朗ノ   2j．β％   

合  計  65．9％   コ4．j％   Jロ0．0％   

B点者の状況卑引こ係る得点  

エー々Il、■  0－2点   3点以上   合  計  

グ処置及び処置  6β．3％   β4．6％  
零に係る得点   

j6．3％ 一一－■■■  
2点以上   ∫．7％   r、9．7％ノ   J∫．4％   

合  計  74．0％   26．0％   JO仇0％   

（参考）10対1入院基本料算定病院（図表2－76）（有効回答n＝1，744刃  
．（参考）10対1入院基本村井定病院（区虻P9）、品回答軋806亘l  

B患者の状朋  J尊に係る終点   

0－2点   3点以上   合 計  

Aモニタリング  0～1点   5古朝一   ご♂．J曹   彷朗  

処置及び処置等  
に係る得点  2点以上   且淵  ヽ r ノ‘・β∬一J   クまgガ   

合 計  βよっ膵   J尋．甜   J（フβ．（雄   

B患者の状況等に係る得点  

0～2点   3点以上   合 計  

Aモニタリング  0～1点   β且β％   ノ尻朗r  占牧j堵  

処置及び処置等  
に係る得点  2点以上   尻β∬   しタ．2ガノ   ノダ．βガ   

合 計  兄α   2β．♂∬   J♂♂．♂ガ   

○入棟日において、重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合は、  
7対1入院基本料算定病院のほうが1．7ポイント高かった。  ○・退棟日において、重症度・看護必要度の基準を満たす患者め割合は、  

7対1と10対1入院基本料算定病院ではほぼ同じ値であった。  
21  23   
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検証部会調査（7対1入院基本料）  
一     二＝               二    二 T二                       －－ 一  

時■退棟日の重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合の推移  人様日・最高点  

13対1入院基本料  

15対1入院基本料  
「入棟時  さ畢車重軋  退棟日喜  

○ 入棟日と退棟日では、7対1と10対1入院基本料算定病院の値はほ  
ぼ同じであるが、最高点時では7対1と10対1で差が認められている。  

24  

各入院基本料における看護配置につし＼て  

看護補助者の配置状況  
届出区分 （旧表妃）  基準  ー一般病棟■  緒根病棟■  精神病棟  寺門痛研■  障専管加重奴等  特定機能病院  

一般病棟   
点数  1．655  1．447  1．565  1．665  1．555  1．447  1．311  

7対1                     実質配個  7対1以上  7対1以上  7対1以上  7対1以上  7対1以上  7対1以上  7対1以上   
（1．ヰニ1相当）  看捜比率  70％以上  70％以上  70％以上  70％以上  70％以上  70％以上  70％以上  

在I浣日勤  1引日以内  26日以内  308以内  Z8日以内  28∈l以内  28日以内   

点数  1．300  1．192  1．240  1．300  1．800  1．800  1－192  1．240  
10対1                     美質配置  10対1以上  10対1以上  10対1以上  10封1以上  10対1以上  10対1以上  10対1以上  10対1以上   

帽2：1相当〉  事江比率  70％以上  70％以上  70％以上  70恥以上  70％以上  70叫以上  70％以上  70％以上  
在院日勤  21日以内  25巳以内  26日以内  33日以内  28日以内  28日以内  28日以内   

点数  1．0∈12   1．092  1．892  949  

13対1      949              （旧Z8・1相  臭賓E己t  13対1以上  13対1以上  13対1以上  13対1以上  13対1以上   
当）  肴捜比率  70Iも以上  70％以上  70％以上  70％以上  70％以上  

在院日数  24日以内  36日以内  36日以内   

点数  964   888   800  g64  886   8：）9  

16対1                     実キ配せ  18対1以上  15対1以上  15対1以上  15肘1以上  16対1以上  16対1以上   
旧3：1相当）  肴l‡比率  40，も以上  40％以上  40サも以上  40％以上  7〔】l沌以上  70，も以上  

在院日数  60日以内  

18対1  757  712  

（旧3．¢ニ1相 当）   18対1以上  
40％以上  

在l味日数  

点数  713  668  

20対1  20対1以上  
旧4：1相当）  40†も以上  

在院8数  

点数  
特別1   夫賞配置 書蹟比率  

40％未満  
在院日数   
点級  560  550  

特別2   実質配せ 看護比率  之0対1未満  
40％未満  

在院日数  

一般病院※における看護補助加算算定件数、回数 t平成20年社会医療診療行為別調査（5月診療分）  

実施件数  回数   

護補助加算1   109   41299  738179   

護補助加算2   84   48486  803372   

看護補肋加算3   56   10489  151532  
※一般病院特定機能病焼、療養病床を有する病院、精神科病焼以外の病院   
一般病院における入院レセプト件数：10ユ1533件  

一般病棟入院基本料算定病床における看護要員配置  
平成ZO年7月厚生労働省保険局医療課調査  

一般病棟入院基本料  

計   7対1  準7対1  10対1  13対1  15対1  特別   
護職員※1  

（人／患者100人）   62  74  76  58  49  46  54   
護補助者※2  

（人／患者100人）   9  〔6 、  10  
■－■－■－■－．．－  

※1看護職員数÷1日平均入院患者数×100  

※2 看護補助者数÷1日平均入院患者数×100  
27   25  



一般病棟入院基本料区分別収支状況  平成21年度医療経済実態調査  

精神科病院の損益状況く集計1〉  
（千円）  

140′000  

120′000  

100，000  

80′000  

60′000  

40′000  

20′000  

0  

－20′000  

什考＝「集計1」…医業・介雄収益に占める介雄収益の割合が2％未満の医療機関等の集計  

（千円）  

140′000  

120′000  

100，000  

80′000  

60′000  

40′000  

20′000  

0  

・20′000  

M
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O
 
∞
 
 
 
 
∞
 
 

脚
 
 
。  

備考：「集計2」＝欄壬に回答した全ての医療機関等の集計（有効回答施牧の集計）   

じ
 
 



平成20年度一般病棟で提供される医療の実態調査  

分析対象  

13：1病棟を  15：1病棟を  

有する   
施設   

有する  

A：調査協力依頼状発送施 設数  724施設  1，421施設   
B：調査協力受言若施設数  

（調査票発送施設数）   61施設   96施設   

C：回答数   46施設   62施設   

（C／B）   
（75％）   （65％）   

D：有効回答数（分析対象 ）  47施設  
数  

（D／A）   
（4．6％）   （3．3％）   

【対象施設の協力が十分に  
得られなかった理由として  
考えられるもの】  
013：1病棟や15：1病棟に  
おいてこのような実態調査  
の経験がなかった  
○調査協力自体が医療機  
関側に大きな負担をかける  
ものであった  
○年度末の実施であったこ  
と等により協力が得られにく  
かった  

し  

出典：厚生労働省保険局医療牒「平成ZO年度慣性期入焼医療の包括評価に関する摘査」及び「平成20年虎一般病棟で提供される医療の実態鯛査」  

（参考）検証部会7対1入院基本料算定病棟に係る調査  

「  

発送数  1′060施設 1′891施設  

有効回収数   413施設  507施設  

（38．9％）   （26．8％）  

平成21年度医療経済実態調査   

精神科病院（国公立を除く）の損益状況く集計2〉  
施設の特性について  

1．平均許可病床数  3．救急医療体制  
0％     2のi    40％  

藍  

500  

450  

408  

350  

300  

ヱ50  

之00  

1511 

100  

50   

0  

450   

4DO   

350   

ユ00   

ユ50   

】00   

150   

100   

SO  

O  ∈  
ロ三次ロニ次ロなし  

0％   ヱ0％   ヰ0％   6のi  80％  100％  

2．病床構成  

0％    ユのも  409（   6の（   80％  100％  

13対1（給病床数120）  

15対1（総病床数1Z6．8）  

ロー般病棟入院基本料算定病床□その他一般病床  
口授農病床（医環保検適用） ■療養病床（介護保険適用）  

口和神病床  ロその他  

8一服病棟入院基本料算定柄床ロその他一般病床  

□療倭病床（匡挽保険適用）l噸禁病床（介識保株運用）35  

日精神病床  □その他   



患者の入院元  在院期間の状況  

13：1病棟  15：1病棟  

（n＝1，861）  （n＝3，623）   

30日以内   1，017  54．60  1，704  47．00  

31日以上90日以内   503  Zヱ．即  1，116  弧旦P  

91日以上1年未満   246  ′13．208  502  ′13．90  

1年以上   86  し4．60  287  ＼7．90  
無回答   9  ・・・l す初  

100床1カ月当たり入院患者数（人）  

0  50  100  150  200  

入院患者の入院元の内訳  

0％   10％   ユ0％   ユ○％   40％   5∽（  60％   70％   80％   90％  100％  

ロコ0日以内  

□31日以上   

00日以内   

■91日以上  

1年未満   

口1年以上  

口無回答  

13：1病棟   
（n＝1．881）  

15：1病棟   

（∩＝3．623）  

【参考】  
医療療養病棟  

（n＝7．026）  

一般病棟で90日以上  

入院している患者が  

約2割存在  

0，（  2肌    40，（   80Ii   80％   100％  

出典＝厚生労働省保険局医療抹「平成20年虎慢性期入快匿魔の包括陣伍に関する山王」及びr平戯○年度一般病棟で提供される医療の実態鍋蓋」（平成21如月のデータ）  

■自宅 臼白焼の他の病床 ■他医療機瀾⊂介護老人保健脚注 □その他  
介護者人欄祉蘭朋  ユ8   

区分の構成比  患煮吸退  壱愈、せr・1－・∫ノ1   師 Jlr rこ 

医療区分1   医療区分2   医療区分3   

13：1病棟かつ  
24．20％   36．10％   

在院91日以上  
39．70％   

15：1病棟かつ  
28．40％   42．70％   28．90％   

在院91日以上  

100床1カ月当たり退院患者数（人）  

0  50  108  150  2L10 

（参考）医療療養病棟．  

の退院先め内訳  
50％  

40％  

30％  

20％  

・10％  

0％  

○％   10％   ユ0％   ユ弼   40％   SO％   80†i  70％   88％   90％  100％  

（参考）  

■自宅  n自院の回復期リハ病棟  ■自院の亜急性期病棟  □自簡のその他の病棟  

■他医療機関  臼介護老人保健旛投   ロその他  
在院81日以上  在院9†日以上  

出典：厚生労働省保険局医療旗「平成20年度慢性れ人民医療の包括陣鶴にWするⅣ脊l及びr平成ヱ0年犀一組頗撫で樽偽さ九ふF柵の豊山畑暮l－平成，1塵月日の亭一々l  

介護老人福祉施投  39   ユ7  
t「  



－ナJ次∠U年J支 ‾Iばブ丙裸▲い是1宍され㊨医†緊UJ実態引電宣  

一版ヲ丙コ陳の91日以上に特徴阿ぢ偶同のある現臼  

過去7日間における検査・投薬の実施状況  0％  5％  10％   15％   20％   25％  30％  

13：1病棟、   15ニ1病棟、  

かつ在院91日以上  かつ在院91日以上  

（n＝332）   （n＝795）   

検体検査（尿検査、血  

液検査等）   
81．60％   85．40％   

エックス線単純撮影   57．20％   64．80％   

9種類以上与薬   17・30％   28．20％   

24時間持続して点滴を実施  

中心静脈栄養を実施  

人工呼吸器を使用  

l  】  l  l   

′  ヽ   
l  、一  

】  

′  ＼   

／‾ヽ   l   
J＋＝      ノ ヽ一′  

ノ  
、一  

肺炎に対する治療  

裾瘡に対する治療（2度以上または2箇  

所以上）  

末梢循漁障害による下肢末端の開放  
割に対する治療  

創傷、皮膚潰瘍、下腿、足部の蜂巣   
炎、膿等の感染症に対する治療  

9種類以上の与薬  

在腐91日以上 在院9＝］以上  くn＝7．g28）  

42  

検体検査（尿検査、血液検査等）  X線単純撮影  
□13：1病棟かつ91日以上  

（n＝332〉   

ロ15：1病棟かつ91日以上  

（n＝795）   

■医療療養病棟   
（∩＝7，926）  
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1＝病棟かつ15：1病棟かつ 医療腋糞病棟  

在虎9一日以上 在院81日以上 （∩＝7．928〉   
（∩＝33Z）  （∩王795）  

13：1病棟かつ15：ト病棟かつ 医療療兼病棟  

在焼91日以上 在読91日以上 （忙丁．9Z8）   
（∩三a3Z）  （∩：≡795）  

40  

出典ニ＃生労働省保険局医療扶「平成紬年度慢性和人醗医療の包括仲価に押する畑王」及び「平成20年丘一般病棟で提供される医療の実態訳量」（平成21年3月のデータ）  出典：厚生労仙省保険局医療課「平成20年度慢性対人院医療の包括辞価に闇する用量」及び「平成20年度一般病棟で提供される医療の実態調査」（平成21年3月のデータ）  

医療区分採用項目の該当状況（医療区分3相当）  
「照病棟の91日以上及び医帝療養碑林に共通ま阜項目  

0％  10％  20％  
0％  5％  10％   15％  20％  25％  30％  

24時間持続して点滴を実施  

スモンに罷患   

医師及び看護師により、常時、監視・管理  
を実施  

中心静脈栄養を実施  

人工呼吸器を使用  

ドレーン法・胸腹腔の洗浄   

気管切開・気管内挿管の実施が行われ、  
発熱を伴う状態  

酸素療法の実施  

感染隔離皇での管理を実施  

酸素療法の実施  

感染隔離圭での管理を実施  

気管切開・気管内挿管の実施が行わ  
れ、発熱を伴う状態   

気管切開・気管内挿管の実施（発熱を  

伴う場合を除く）  

尿路感染症に対する治療  

経鼻胃管・胃療等の経腸栄養が行わ  
れ、発熱又は嘔吐を伴う状態  

パーキンソン病関連疾患に罷患  

1日8回以上の嗜癖吸引を実施  

ロ13：1病棟、在院日数91日以上  

（n＝332）   

ヽ □15：1病棟、在院日数91日以上  

（n＝795）  

／  

■医療療養病棟（∩＝7，926）  

出典：厚生労働省保喰局医療即平成20年度慢性期入院医療の包括陣伍に関する研董」及び「平成約年度一般鳶引lで提供さ九るE膚の事他用著■仲戒21如月のギ一々1   出典：厚生労働省保険局医療諜「平成20年度慢性対人睨医療の包括押価に蘭するⅥ董」及び「平成20年虎一般病練で環供される医膚の実態桝董j（平成21年ユ月のデータ）  



医僚区分採用項目の該当状況（医原区分2相当）  
0％  5％  10％  15％   ヱ0％   25％  30％  

尿路感染症に対する治療  

蛙鼻下管・胃瘍等の桂腸栄養が行われ、発熱又は嘔吐を伴う状態  

頻回の血撥検査を実施（1日引司以上）  

パーキンソン病開通疾患に羅患  

透析を実施  

肺炎に対する治療  

楕オに対する治僚（頭以上または2箇所以上）  

1日8匡I以上の噂痍吸引を実施  

気管切開・気管内挿管の実施（発熱を伴う場合を除く〉  

創傷、皮膚潰瘍、下鵬、足鮎の蜂巣炎、膿専の感染症に対する治療  

ロ13：1病棟、在院日数91日以上  

（n＝332）  

ロ15：1病棟、在院日数91日 

（n＝795）   

■医療療養病棟（∩＝7，926）  

出▲：ヰ生鮒雀保隣島匹簾町中血0年広場任期入祝匿魔の包甜掛こ腑する山王」及び仲削仲よ一鋸札で縫供きれ沌療の裏腹椚暮」  （平成之一年4月のチーク）  

亜急性期病棟入院医療管理料  

入院期間に応じた評価くイメージ）   対象患者等  在院日数要件   施設数 病床敷   
（入院料1）  なし  ・入院料1  

・急性期治療を経過した息  1－017  
者又は在宅・介護施設等か  11．951  
らの患者であって症状の急  ・入院料2   

性増悪した患者等  
（入院料2）  

・急性期治療を経過した患  
者  

2．050点  

（入院料の場合）  主な人員基準等   
診療に係る費用は包括窯l   

主な施設基準等  

・看護職員 13対1  ・病室面積：患者1人あたり84m2以上  

・看ほ師比率70％   ・診療録管理体制加算を算定していること  
1在宅復帰支援担当者1名  ・在宅等復帰率が6割以上であること   

90日削  

※1リハビリテーション、1008点 超える処置、手．等 く   

亜急性期入院医療管理料  

月5  ※2亜急性期入院医療管理料2の場合は60日  47   


